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•週２時間、イギリス人のALTとのteam teaching

•高校３年生の選択の授業で、今年度は３講座計７１名が選択。

•教科書はあるが、自由度の高い授業。

•生徒自身もたくさん英語で会話することを望んでおり、積極的。

•テストは授業で扱った内容に関する初見の英文読解や、意見交換し
たトピックに関するライティングを主に出題。

•夏休み明けの授業では、社会課題について英語で意見交換。

人種差別、タトゥー、社会運動、環境問題など

・席を頻繁に変えて、様々な生徒と話すように工夫している。

『英語会話』の授業について





毎時間、授業冒頭でリマインダーを復唱する。

•There is no ‘perfect’ English.(完璧な英語なんてない。)

•Mistakes are normal.(間違えるのは自然なこと。)

•This class is a safe space.(ここは安全な場所。)

•Let’s help each other.(協力しよう。)

⇒生徒は自由に間違いを恐れずに英語で会話することが

できていた。

『英語会話』の授業について



•本実践は４時間にわたるジェンダー・セクシュアリティパートの一部。

•授業の流れは、知識・アイデアの導入(ビデオ視聴含む)⇒ 生徒
同士のディスカッションの繰り返し。

•扱ったトピック：日本のジェンダーギャップ指数の低さ156ヵ国中
120位(2021年)、男女の賃金格差、男女の理系文系進学の差、
ジェンダーバイアス(幼児向けのおもちゃの実験)、男性にとっての
ジェンダー平等の意義、LGBTQIA＋など

•教員の個人的な経験の話が生徒にとっては、新鮮で良かったのか
も・・・。

『英語会話』の授業について



Sexual consent（性的同意）

性的同意とは、誰かと性行為を行うことに

積極的に同意することです。

同意のない性行為は、レイプやセクシャルハラス
メントです。

痴かんや盗撮 、SNS上の嫌がらせも含みます。



Video “Tea Consent”

•Share your thoughts with your partner!

•What do you think is the point of this video?

イギリスでは学校で性教育
の一環で視聴したそう。





Problems in Japan regarding sexual consent

「タブー視」される・被害者を貶める

2017年に内閣府が行った調査によると、性暴力被害者の
うち誰かに相談した人は39％、警察に通報した人は3.7％
に過ぎない。未報告のケースは多いはず・・・。

泣き寝入り



Problems in Japan regarding sexual 
consent

・性教育が不十分

パートナーとの関係性や互いを尊重することなどに
関する教育がなされていない。

・「イヤよイヤよも好きのうち」という表現がある。



【受け入れられない言い訳】

• 「彼らはノーと言わなかった。」

• 「私たちは酔っぱらっていた。」

• 「服装のせいで、彼女はそれを求めていたようだ。」

• 「断るなら、もっとはっきり言うべき。」



Boundaries
（境界・境界線）

: something that indicates or fixes 
a limit or extent



Video The Boundaries Song 
- "That's a Boundary.“
https://www.youtube.com/watch?v=aSFvJbSQdA4

•Have you ever thought of your boundaries or 
boundaries of other people?

•Do you think boundaries are important?

Why? Why not?



Video The Boundaries Song 
- "That's a Boundary."

【Let’s practice saying these to show your boundaries!!】

やめてください。

嫌なんです。

居心地が悪い。

もっと広い場所が必要。

私の周りにいないで。

悪く思わないでね。

みんなそれぞれ違った
境界線を持っている



Sexual consent handbook 



性的同意の授業に対する生徒の感想
•高校の授業では学ぶことがないし、先生たちも意図的にこういった
内容を扱うのを避けているように思う。だから、踏み込んだ内容に
ついて話すのは本当に新鮮で意味があった。

•この授業を選択しなければ、知る機会がなかったと思う。

•このトピックについて今まで考えたことがなかったから、ショックを
受けた。

•大学に入ったら多くの知らない人々と出会う。何か悪いことをされ
たときは、「No」と言うべきだ。

•難しい内容だけど、大事なことだと思った。

•他者の「バウンダリー」を尊重して、いい関係を築いていきたい。



性的同意の授業に対する生徒の感想
•全ての人が自分の気持ちを主張する権利があるし、私たちはそれ
を尊重するべき。

•性的同意は全ての人が真剣に考えるべき問題だと思った。

•私たちの人生において大事なトピックだけど、日本では話しにくい
問題。

•身近に感じることができない内容で、話すのは難しかった。

•日本語で話したかった。

•デリケートな内容で話しにくかった。

•こういう内容の授業は日本人は好きではない。でも、その考え方を
変えなければいけないかもしれない。



Thank you for listening!
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